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（報道関係資料） 

2026 年 6 月５日  

                                  

JPR、会社案内映像を制作し、コーポレートサイトにて公開 

～改正物流効率化法の最適解となる「一貫パレチゼーション」、手荷役時間を約 4 分の 1 に

短縮する提供価値を可視化～ 

 

日本パレットレンタル株式会社（東京都千代田区 代表取締役社長 二村篤志 以下、JPR）は、

最新の会社案内映像を制作し、コーポレートサイトの「会社概要」ページにて公開いたしました。 

 

深刻化する労働力不足に加え、改正物流効率化法の施行により、企業には具体的なドライバ

ーの負担軽減策や生産性の向上が強く求められています。JPR は 1971 年の創業以来、輸送

用パレットの標準化・共有化を通じて効率的な物流のしくみを構築してきました。本映像では、

手荷役に比べ荷役時間を約 4 分の 1 に短縮する「一貫パレチゼーション」の仕組みや、パレット

のシェアリングを通じた物流課題解決の最前線を紹介しています。 

 
■ 会社案内映像の主な内容 

映像内では、実際の導入企業さまの声や、代表取締役社長 二村による現場への想いと責任が

語られるほか、以下のテーマに沿って JPR の取り組みを分かりやすく解説しています。 

 【コア事業】「一貫パレチゼーション」の仕組みと効率化効果 

パレットを個々の企業が所有するのではなく、産業界全体で共有・循環させ、荷物を積み

替えることなくリレー形式で輸送する運用のメリットを解説しています。  

 【歴史】人を起点に始まった歴史 

 「物流現場で働く人々を重労働から解放したい」という、創業時から変わらない JPR の

原点を紹介しています。  

 

 

https://www.jpr.co.jp/company/profile/#:%7E:text=%E4%BC%9A%E7%A4%BE%E6%A1%88%E5%86%85%E3%81%AE,%E9%96%A2%E4%BF%82%E4%BC%9A%E7%A4%BE
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 【ネットワーク】ハード（モノ）に留まらない運用体制と強固なネットワーク 

パレットという「モノ」の提供だけでなく、全国 3,000 カ所以上の共同回収網をはじめ、

日本の物流を安定して支え続ける運用体制について触れています。  

 【物流 DX】物流 DX を切り口とした 4 つのデジタルサービス 

パレットのネットワークやこれまで培った知見を活かし、企業の抱える課題を解決する 4

つのデジタルソリューションを提示しています。  

 お客さまの声と決意表明 

実際に JPRのサービスを導入して物流効率化を実現されているお客さまの声や、代表取

締役社長の二村が社会インフラとしての物流を支え続ける使命感と責任を語っています。 

 

■ 視聴方法 

映像は、JPR コーポレートサイト「会社概要」ページよりご覧いただけます。 

 

■ 物流効率化に向けた JPR の役割 

改正物流効率化法で求められている、待機時間の縮減や積載効率の向上といった課題に対し

て、スピード感のある対応が企業に急務となっています。パレット輸送による荷役時間の劇的

な短縮に加え、各種デジタルソリューションの活用により、お客さまの物流課題の解決を強力

にサポートします。JPR は、長年培ってきた「共有化」の知見とテクノロジーを掛け合わせ、今

後も持続可能な物流の実現に貢献してまいります。  

 

■ 本件に関するお問い合わせ先 

日本パレットレンタル株式会社 広報部 広報グループ 菅谷 

Tel： 03-6895-5215 ／Mail： pr@jpr.co.jp ／ URL： https://www.jpr.co.jp 

 

日本パレットレンタルの過去のリリースはこちら↓ 

https://www.jpr.co.jp/news/ 
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